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であるため，
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より， 　である。

よって， は の確率密度関数であるため，
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(3)の最尤推定値 は，　 より，

上記(1)の事後信用区間 に含まれる。

最尤推定値 が事後信用区間の中点 よりも数直線上で左に

位置するの

なお，

が右に歪んだ分布だから あは，事後分布である で る

 問 １ 
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資格の大原 無断転用・転載を禁じます
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の検定統計量を とすると，

が正しいとき， は に従う。

よって， または

であれば， を棄却する。

いま， であるため， を棄却する。

男性の賃金と女性の賃金に相関があるといえる。

（補足）14を 2n とするのも可        （補足）5.346も可 
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先頭の桁が「9」の領収書の枚数を ，

先頭の桁が「9」以外の領収書の枚数を とすると，

が正しいとき，検定統計量 は，

近似的に に従う。

よって， であれば， を棄却する。

いま， であるため， を棄却する。

本社の領収書の枚数は理論分布に従っていないといえる。
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先頭の桁が「9」の領収書の枚数を ，

先頭の桁が「9」以外の領収書の枚数を とすると，

が正しいとき，検定統計量 は，

近似的に に従う。

よって， であれば， を棄却する。

いま， であるため， を棄却しない。

本社以外の領収書の枚数は理論分布に従っていない，とはいえない。

（補足）問３を踏まえ「採択する」という表現の使用を避けている。



資格の大原 無断転用・転載を禁じます

帰無仮説は正しいと結論付けられない

帰無仮説を棄却しなかったことは，棄却するに足る根拠

が得られなかったことを意味するに過ぎないから。
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領収書７枚のうち，先頭の桁が「９」であるものの枚数を とすると，

が正しいとき，検定統計量 は二項分布 に従うため，

である。

この値は，有意水準である よりも大きいため， を棄却しない。

社員Ａについて，不正処理の疑いがあるとはいえない。
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領収書６枚のうち，先頭の桁が「９」であるものの枚数を とすると，

が正しいとき，検定統計量 は二項分布 に従うため，

である。

この値は，有意水準である よりも小さいため， を棄却する。

社員Ｂについて，不正処理の疑いがあるといえる。


